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自
石
市
民
歌

　
　
　
　
　
　
　
松
野
清
四
郎
作
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海
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義
美
作
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と
も
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あ
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ら
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友
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青
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ま
し
ろ
　
　
　
ざ
お
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も

　
真
白
き
　
蔵
王
に
　
わ
く
雲
を
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よ
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の
ち
　
あ
ふ
る
・
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故
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お
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い
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躍
る
　
こ
の
意
気
　
こ
だ
ま
し
て

　
　
き
ぽ
う
　
　
み
ね
　
　
　
　
　
　
　
く
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希
望
の
峰
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わ
く
雲
を

　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
し
ろ
い
し
し
み
ん

　
　
い
ざ
立
た
ん
　
白
石
市
民

　
　
し
ろ
い
し
し
み
ん
　
　
　
　
　
わ
れ

　
　
白
石
市
民
　
あ
・
我
ら

　
　
と
も
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ち

二
、
友
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呼
べ
よ
　
み
ど
り
の
土
に

　
か
お
　
　
　
　
　
あ
ら
　
　
　
　
　
　
さ
　
　

は
な

　
薫
り
も
　
新
た
に
　
咲
く
花
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
き
よ
ロ
つ

　
　
ひ
か
り
　
み
な
ぎ
る
　
わ
が
故
郷

　
お
こ
　
　
　
ぶ
ん
か
　
　

さ
ん
ぎ
ょ
う

　
　
興
る
　
文
化
と
　
産
業
の

　
　
さ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
は
な

　
栄
え
と
な
り
て
　
咲
く
花
を
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し
ろ
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し
し
み
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い
ざ
行
か
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白
石
市
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し
ろ
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し
し
み
ん
　
　
　

わ
れ

　
　
白
石
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民
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・
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白
石
市
は
昭
和
二
十
九
年
四
月
に

市
制
を
施
行
し
市
紋
章
を
制
定
す
る

た
め
広
く
一
般
か
ら
公
募
し
ま
し
た
。

　
丸
輪
の
黒
つ
り
鐘
の
中
に
白
の
字

を
入
れ
た
。

　
こ
の
黒
つ
り
鐘
は
仙
台
城
主
伊
達

家
の
家
臣
白
石
城
主
藩
祖
片
倉
公
の

軍
旗
を
表
わ
し
、
そ
の
武
名
を
天
下

に
鳴
り
ひ
び
か
せ
よ
と
の
意
味
を
も

っ
て
い
ま
す
。

　
外
円
は
合
併
時
の
町
村
が
ま
る
く

お
さ
ま
り
、
白
円
は
白
石
市
の
白
を

表
わ
し
、
車
の
両
輪
の
よ
う
に
限
り

な
い
前
途
を
つ
づ
け
、
白
石
市
の
名

を
広
く
ひ
び
き
亘
ら
せ
よ
う
と
の
意

を
象
徴
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

合併調印式
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市議会議長

　　黒　沢 登

　わが白石市は、慶長7年片倉小十郎景綱公

が白石城主として白石町に入られて産業の開

発をはか1）以来、行政の幾多の変革を経なが

ら、その中で白石の和紙、紙布織また全国に

その名声を博している白石温麺、そしてまた

白石こけしの生産も年とともに繁栄し、昭和

29年4月、1町と6ヶ村の合併によ1）白石市制

を施行し、続いて昭和32年3月には小原村の

第2次合併により東西18．5キロメートル南北

19．75キロメートルからなる面績285．94平方

粁のまさに雄大なる現在に至る白石市が誕生

したのでありますが、白石市の現在はこれに

加えて東北新幹線建設工事完成に伴う新白石

駅の誕生を見ると共に又白石、仙台間の部分

が間近かに開通の迫った東北縦貫自動車道、

さらには白石バイパス建設、加えて七ヶ宿ダ

ム建設と地域開発は猛スピードで着実に進め

られております。　　　　　　　　　　　も

　このような情勢下に白石市制20周年を迎え

たことは誠に喜ばしく意義深いものがあります。

　白石市はこうした開発の大動脈を基盤にし

た白石市の基本構想にもとづ’き町づくり構想

に現在真剣に取りくんでおります。

　わたくしたちは、今後白石市全市民の力を

結集して、飛躍的な市勢発展と市民福祉の増

進に微力を尽してまいりたい所存であ1）ます

ことを申し上げ、市制施行20周年にあた1）ご

あいさつといたします。
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灘鰯
グ

　昭和29年4月、生活圏を同じくする町村が

ひとつとなって、白石市が誕生してからここ

に20年を迎えることになりました。

　この20年間我が白石市は、県南地方中核都

市として、たゆまざる発展をとげて参りました。

・私は、この間教育施設の整備拡充、道路橋

梁の改良舗装、生活環境ならびに社会福祉施

設の整備や東北本線複線電化、相馬白石南陽

線の国道昇格改良事業、それに行政サービス

の殿堂としての市庁舎の建設、東北縦貰自動

車道インターチェンジ、東北新幹線新白石駅

の実現など、市発展に必要な諸施策、諸事業

の実現に情熱をもってあたつて参りました結

果、着実にその成果を見ておりますことは、

市民各位とともにご同慶に堪えないところで

あります。

　今や東北縦貫自動車道、東北新幹線の建設

等の交通綱の整備により、主要都市との時間

的短縮による交流範囲の拡大によセ）、観光都

市として、又工場等の進出によ『）産業経済面

においても飛躍的発展が期待されるものと存

じます。

　今後はさらに総合計画を主標として、都市

基盤の整備下水道の建設等生活環境の整備を

推し進め、市民の皆さんが健康で豊かな生活

ができる都市づくりに、全力を傾注する所存

でございますので、一層のご協力ご支援をお

願い申しあげます。

市　　　　　長

　　麻　生　寛　道
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矯タ．

鰻灘羅欝醒鐵懸
　
鳳

　　議霧
　　　　、・蜘’

県議会議長

　　木村喜代助

　白石市の市制施行20周年をお祝い申しあげ

ますとともに、市民のみなさまに心からのご

あいさつを送1）ます。

　よりよい生活環境の整備と産業経済の振興

を軸として、市勢の着実な発展のうちに白石

市が市制20周年を迎えたことは、まことにご

同慶にたえません。

　最近はまた、東北縦貫自動車道の部分開通

と白石インターチェンジの完成、東北新幹線

の白石停車の決定など、白石市のあすを開く

基盤整備の進展によって、白石市が名実とも

に仙南地方の中心都市として大きな発展をと

げることが期待されています。

　市制施行以来、よりよいふるさとづく1）に

取1）組み、たゆみない努力を続けてこられた

市民各位ならびに市ご当局に対し、この機会

に深く敬意を表しますとともに、記念すべき

市制20周年を契機として、白石市が新たな躍

進の道を進まれるよう心から祈念いたしまし

て簡単ながらお祝いのことばといたします。

　昭和29年、白石町ほか7村が合併して市制

を施行されて以来、発展の一途をたどり20年

の歩みを記念することになりましたことは誠

に喜ばしく、心強い限りです。

　今や、過密と公害から生活環境を破壊され

生活の場としての機能を失い、新しい都市づ

くりが叫ばれている中にあって、藩政時代か

らの歴史をもち、伝統にはぐくまれてきた白

石市は、産業と生活環境がみごとに調和し、

生きがいのある、人々が心のかよい合った生

活を享受できる理想の都市でありましょう。

　白石市の未来像は、いわば本県の未来像で

あります。東北新幹線、高速自動車道の開通

により新しい夜明けを迎え、たくましく伸び

ゆく豊かなまち、誇り高い市民文化のかおる

まちとしてまた仙南広域行政圏の中核として

より一層躍進されることを願ってやみません。

潭
罐
、

鉾
茎

海

重

県　　知　　事

　　山本壮一郎
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　　　　　　　　謡
・
巽

・醗「

膿

ぢ　　重

　　鎮藝馨灘．　　鳳＼撫鑑蔽

市制施行パレード
　（「明治100年白石風物誌」より）

姦
「

　
　
　
　
昭
和
三
十
一
年

3
・
4
　
白
石
中
学
校
火
災
（
十
二
教
室
焼
失
）

3
・
2
2
　
仙
台
N
H
K
T
V
開
局

3
・
2
2
　
白
石
で
初
め
て
テ
レ
ビ
受
像

3
・
31
　
越
河
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
設

4
・
1
　
白
石
市
市
誌
編
さ
ん
調
査
会
発
足

4
・
5
　
気
動
車
試
運
転
、
以
後
定
期
運
転
す
る

　
　
　
　
昭
和
三
十
年

2
・
2
7
　
衆
議
院
議
員
選
挙

3
・
2
7
　
市
議
会
議
員
選
挙
（
市
制
最
初
）

3
・
31
　
大
鷹
沢
中
学
校
屋
内
運
動
場
建
設

3
・
3
！
　
白
川
中
学
校
全
国
巣
箱
コ
ン
ク
ー
ル
文
部

　
　
　
　
大
臣
賞
受
賞
（
三
十
年
・
三
十
一
年
）

4
・
12
　
二
代
市
議
会
議
長
太
宰
虎
太
郎
就
任

　
　
　
　
二
代
市
議
会
副
議
長
阿
部
輝
尾
就
任

4
・
2
3
　
県
議
会
議
員
選
挙

5
・
30
　
一
戸
一
冊
図
書
寄
贈
運
動
（
三
〇
8
冊
受
く
）

8
・
31
　
深
谷
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
設

12

・
2
0
　
白
石
こ
け
し
切
手
記
念
祝
賀
会
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昭
和
二
十
九
年

4
・
1
　
白
石
市
制
施
行
（
白
石
町
・
越
河
・
斉
川

　
　
　
　
大
平
・
大
鷹
沢
・
白
川
・
福
岡
村
合
併
）

4
・
1
　
白
石
市
水
道
開
始

4
・
1
4
　
初
代
市
議
会
議
長
上
杉
喜
書
三
郎
就
任

　
　
　
　
初
代
市
議
会
副
議
長
松
田
成
一
就
任

5
・
1
2
　
白
石
市
長
選
挙
　
初
代
麻
生
寛
道
就
任

8
・
1
3
　
白
石
市
制
施
行
祝
賀
式
典
挙
行

n
・
1
　
白
石
第
二
小
学
校
創
立

　
　
　
　
同
校
第
一
・
二
校
舎
建
設

市
制
二
十
年
の
あ
ゆ
み

勘懲．懲、麟麟、遷．懲、懲羅懲羅
　　　　　　　◎　…　　　◎⑨態
　　　　　　ぐ　　　　　　　　　　　ひ

，繍1鍵癬嚇楡癬綴繍繍癬繍縮

昭和29年4月、白石市が誕生してから、20

年を迎えました。

’この間に、私達の白石市は黛新しいふるさ

とづく1）”にとりくみ、仙南地方の中心都市

として文化、産業、交通の各分野において、

めざましい発展をとげてまいりました。

20才を迎えた白石市は、はつらつとした成

年都市の様相を備えつつあります。

特に、東北新幹線新白石駅の決定、東北縦

貫自動車道、白石インターチェンジの完成と

あいまって、その一部が開通し、着々発展的

要素を備え、理想白石市の姿が出てまいりま

したことは、慶賀に堪えません。

この記念すべき年にあたり、市民の皆様と

ともに躍進を祈念して、お祝いの詞といたし

ます。
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県会議員
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6
　
・
　
－

99987
30　25　20　21　8

010

96

10

・
訂

4　4　3　3　1

1　　1　31　31　25

1077
13125

1110

　　22

76544432
1　10　22　29　29　1　31　14

白
石
市
が
地
方
財
政
再
建
促
進
特
別
法
の

適
用
を
受
け
る
。

参
議
院
議
員
選
挙

白
石
第
二
小
学
校
第
三
・
四
校
舎
建
設

県
知
事
選
挙
　
大
沼
康
就
任

温
麺
創
製
三
五
〇
年
祭
挙
行

強
震
、
材
木
岩
の
崩
れ
甚
し
く
、
市
内
田

町
地
区
被
害
甚
大

白
石
幼
稚
園
移
転
完
成
（
現
在
地
に
）

白
石
第
一
小
学
校
に
赤
痢
発
生
二
六
二
名

羅
患
（
船
岡
公
園
遠
足
井
戸
水
原
因
）

白
石
中
学
校
校
舎
（
火
災
復
旧
）
建
設

昭
和
三
十
二
年

　
中
町
、
長
町
に
歩
道
完
成

　
白
石
市
に
小
原
村
合
併

　
刈
田
病
院
本
館
工
事
完
成

　
白
石
中
学
校
に
大
平
中
学
校
を
合
併

南
中
学
校
創
立
（
越
河
・
斉
川
中
学
校
合

併
）

福
岡
小
八
宮
分
校
校
舎
建
設

蔵
王
開
拓
地
が
集
約
酪
農
地
帯
に
指
定

小
原
小
学
校
が
学
校
植
林
コ
ン
ク
ー
ル
全

国
第
一
位
入
賞

市
内
小
中
学
校
体
育
祭
開
催
（
毎
年
実
施
）

白
石
電
報
電
話
局
舎
新
築
落
成

昭
和
三
十
三
年

　
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　
白
石
第
二
小
学
校
第
四
校
舎
建
設

　
水
道
量
水
器
取
付
、
全
戸
メ
ー
タ
ー
制
に

　
市
長
選
挙
　
二
代
麻
生
寛
道
就
任

　
小
原
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
開
通

衆
議
院
議
員
選
挙

　
上
水
道
落
成
記
念
式
典
挙
行

　
表
・
南
蔵
王
に
バ
ス
開
通

愉も

｛
　
馨

　
　
　
．
　
　
道
鳳

・
、
醗
屡
皿
．
．

昭和28年度全国高校野球選手権大会入場式秩父宮殿下御来白

111110

303010

2

特
急
は
つ
か
り
運
転
営
業
開
始

白
石
第
二
小
学
校
管
理
棟
建
設

市
内
小
学
校
に
学
校
給
食
用
脱
脂
粉
乳
給

食
実
施
す
る

　
昭
和
三
十
四
年

・
1
6
　
刈
田
病
院
内
に
、
白
石
第
二
小
学
校
・
白

　
　
石
中
学
校
「
ベ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
」
開
校

44433
167711

998777777664
．5　10　10　28　27　26　15　3　　3　　5　　2　23

121110

14　1　22

2

21

76
2624

県
知
事
選
挙

市
会
議
員
選
挙

三
代
市
議
会
議
長
太
宰
虎
太
郎
就
任

三
代
市
議
会
副
議
長
阿
部
輝
尾
就
任

第
一
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル

（
以
後
毎
年
開
催
）

県
議
会
議
員
選
挙

参
議
院
議
員
選
挙

白
石
駅
舎
新
築
落
成

白
石
市
奨
学
資
金
制
度
発
足

白
石
市
養
老
年
金
制
度
発
足

国
鉄
大
萩
山
無
線
中
継
所
完
成

南
中
学
校
屋
内
運
動
場
建
設

斉
川
地
区
簡
易
水
道
完
成

白
石
郵
便
局
新
庁
舎
落
成

白
石
南
郵
便
局
開
局

福
岡
小
長
峰
分
校
校
舎
建
設

白
石
市
で
八
十
才
以
上
の
老
人
に
敬
老
年

金
支
給
す
る

東
北
電
力
白
石
営
業
所
新
築
落
成

国
民
年
金
（
無
拠
出
）
支
給
開
始

白
石
女
子
高
等
学
校
屋
体
兼
講
堂
落
成

昭
和
三
十
五
年

　
福
岡
蔵
本
に
赤
痢
発
生

　
（
真
症
三
十
名
・
保
菌
者
九
十
八
名
）

　
白
石
農
協
に
小
原
農
協
合
併

　
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
長
老
沼
に
完
成
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謹

グ
　
虚
旺

877
12927

10888
81052

n
・
2
0

997732
28　17　27　7　31　26

1211

206
332

福
岡
小
不
忘
分
校
校
舎
建
設

高
橋
進
太
郎
氏
国
務
大
臣
就
任
祝
賀
会

白
石
市
民
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
開
催

（
以
後
毎
年
実
施
）

市
営
屠
畜
場
建
設
（
一
日
豚
二
十
頭
処
理
）

白
石
警
察
署
庁
舎
落
成

小
原
小
小
久
保
平
分
校
校
舎
建
設

白
石
第
二
小
学
校
に
赤
痢
発
生
二
八
八
名

羅
患

衆
議
院
議
員
選
挙

昭
和
三
十
六
年

　
白
石
北
簡
易
郵
便
局
開
局

　
東
北
本
線
電
化
工
事
完
成

　
市
営
火
葬
場
建
設
（
鷹
ノ
巣
地
内
）

　
小
児
麻
痺
流
行
第
一
回
生
ワ
ク
投
与

　
白
石
第
二
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
設

　
白
石
女
子
高
等
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念

式
典
挙
行

　
こ
け
し
塔
白
石
沖
に
建
立
除
幕
式

　
東
白
石
駅
開
駅
式

で
〆

埜
・
一

　　議蕊
’藁’

弾

蔑

肋
盃

雛燦
　
　
、

（割

纂
・
懸r

上水道配水管工事

　
昭
和
三
十
七
年

・
1
4
　
白
石
市
交
通
安
全
都
市
宣
言

・
1
9
　
刈
田
病
院
創
立
八
十
周
年
記
念
式
挙
行

・
2
8
　
蔵
王
有
料
道
路
「
蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
」
と

　
　
命
名
す
る

～10108877444
27　4　10　1　14　1　18　3　　1

白
石
工
業
高
等
学
校
開
校

杉
浦
製
作
所
操
業
開
始

市
長
選
挙
　
三
代
麻
生
寛
道
就
任

参
議
院
議
員
選
挙

集
中
豪
雨
（
一
八
五
ミ
リ
）
被
害
多
大

東
北
急
行
バ
ス
運
行
開
始

深
谷
小
学
校
プ
ー
ル
建
設

斉
川
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
設

南
中
学
校
校
舎
建
設

n
・
1
0

77555443322
1832020130！730！0254

只
）
　
・
　
8

塁

伽

こけし年賀切手贈呈式

111111109

30　21　18　20　10

1

白
石
農
協
に
白
川
農
協
合
併

昭
和
三
十
八
年

　
県
知
事
選
挙
　
三
浦
義
男
就
任

　
暴
風
（
風
速
四
十
米
）
の
被
害
甚
大

　
小
原
温
泉
火
災

　
白
石
市
制
十
周
年
記
念
式
典
挙
行

　
県
議
会
議
員
選
挙

　
市
議
会
議
員
選
挙

　
白
石
市
公
会
堂
解
体
始
ま
る

　
四
代
市
議
会
議
長
庄
司
猛
太
郎
就
任

　
四
代
市
議
会
副
議
長
保
科
善
久
就
任

　
小
原
慈
母
観
音
の
開
眠
式

　
白
石
簡
易
保
険
郵
便
年
金
加
入
者
ホ
ー
ム

　
（
不
忘
荘
）
開
所

　
蔵
王
連
峰
が
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
る

　
（
全
国
第
二
十
二
番
）

　
白
石
川
薬
師
橋
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
白
石
市
体
育
協
会
十
周
年
記
念
式
典
挙
行

　
学
制
発
布
九
十
周
年
記
念
式
典
挙
行

　
衆
議
院
議
員
選
挙

　
白
石
第
二
小
学
校
保
健
体
育
優
良
校
と
し

　
て
全
国
表
彰

　
昭
和
三
十
九
年

・
1
3
　
振
興
相
互
銀
行
白
石
支
店
新
店
舗
新
築
営

　
　
業
開
始

332
31314

4
・
2
0

654
11930

市
営
授
産
所
火
災

白
石
市
し
尿
処
理
場
建
設

白
石
市
が
低
開
発
地
域
工
業
開
発
促
進
に

指
定

七
十
七
銀
行
白
石
支
店
新
築
、
新
店
舗
で

営
業
開
始

白
石
市
民
体
育
館
建
設

東
北
電
子
工
業
株
式
会
社
操
業
開
始

白
石
の
観
光
と
物
産
展
（
以
後
毎
年
開
始
）

一11一



9776
117120

9
・
2
8

1073333
24　4　3131　2824

107544
3112141

975555443331
11213130161628152514829

高
橋
縫
装
工
業
㈱
新
工
場
建
設

小
原
小
西
分
校
校
舎
建
設

小
原
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
設

患
者
輸
送
車
購
入
、
へ
き
地
患
者
輸
送
に

あ
た
る

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
タ
聖
火
リ
レ
ー
白
石
通

過
昭
和
四
十
年

　
ひ
か
り
幼
稚
園
開
園

　
県
知
事
選
挙

　
北
保
育
園
建
設

　
農
業
構
造
改
善
事
業
実
施

　
参
議
院
議
員
選
挙

　
鷹
巣
古
墳
群
発
掘
調
査
実
施

昭
和
四
十
一
年

　
白
石
職
業
訓
練
所
設
置

　
市
長
選
挙
　
四
代
麻
生
寛
道
就
任

　
白
川
中
学
校
校
舎
建
設

　
農
林
年
金
白
石
温
泉
保
養
所
完
成

　
五
代
市
議
会
議
長
飯
沼
吉
右
エ
門
就
任

昭
和
四
十
二
年

　
衆
議
院
議
員
選
挙

　
深
谷
小
学
校
校
舎
建
設

　
東
北
電
子
工
業
白
石
工
場
全
焼

　
大
平
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
設

　
県
議
会
議
員
選
挙

　
市
議
会
議
員
選
挙

　
六
代
市
議
会
議
長
阿
部
輝
尾
就
任

　
五
代
市
議
会
副
議
長
斉
彦
一
就
任

　
東
北
電
子
工
業
㈱
白
石
工
場
完
成

　
南
保
育
園
（
円
形
）
建
設

　
白
石
女
子
高
等
学
校
プ
ー
ル
建
設

南
中
学
校
プ
ー
ル
建
設

一
㌻｝　

凡
画

虻　画晒卿町一…一｝監

4

、
一

嚢
量

　
　
　
ヤ

凧

㌧
、
心夢

．
縄

廓頓

糊冒

幽墜」プ

轍

、
・
，
β
窯

羅
・

嘱
、

痴
『
．
籔『

鳳

暫
胴
舎
堂

　
　
　
　
　
庁
会

　
　
　
難
市

　
　
　
　
　
旧
公

　
　
　
　
　
上
下

畿＿．＿＿　㌦灘焼、，嚢
　　　　　　　　　　　上）以前の公民館
　　　　　　　　　　　下）以前の公立刈田病院

09
118

ワ
］　

・
　
6

0107765553
0　1　15　7　3031　31　173

1010

2423

11

・
2
3

2　
・
　
Q
“

11

31

101075444433
31　31　2031　30　18　7　　1　2323

七
代
市
議
会
議
長
保
科
善
久
就
任

福
岡
小
不
忘
分
校
全
国
へ
き
地
教
育
公
開

研
究
会
開
催

東
北
縦
貰
自
動
車
道
杭
打
式

昭
和
四
十
一
一
一
年

　
白
石
第
］
小
学
校
校
舎
建
設

　
白
石
女
子
高
等
学
校
校
舎
建
設

　
上
水
道
第
二
水
源
ポ
ン
プ
増
設
工
事
施
行

　
深
谷
小
三
住
分
校
校
舎
建
設

　
白
石
駅
前
観
光
案
内
所
建
設

　
参
議
院
議
員
選
挙

　
福
岡
小
学
校
プ
ー
ル
建
設

　
塵
芥
処
理
場
建
設

　
明
治
百
年
記
念
第
四
十
回
市
民
体
育
大
会

　
開
催

　
明
治
百
年
記
念
白
石
市
式
典
挙
行

　
札
幌
市
白
石
中
学
校
と
白
石
中
学
校
と
姉

妹
校
の
調
印
式

　
白
石
高
等
学
校
開
校
七
十
周
年
記
念
式
典

　
挙
行

　
榎
本
製
作
所
㈱
白
石
工
場
建
設

昭
和
四
十
四
年

　
相
馬
市
か
ら
白
石
市
を
経
て
南
陽
市
に
至

　
る
国
道
百
十
三
号
線
昇
格
祝
賀
会

　
県
知
事
選
挙
山
本
壮
…
郎
就
任

　
県
議
会
議
員
選
挙

　
行
政
区
長
制
度
実
施

　
東
保
育
園
建
設

　
白
川
中
学
校
屋
内
運
動
場
建
設

　
白
石
第
一
小
学
校
校
舎
建
設

　
白
石
駅
前
広
場
整
備
完
了

　
大
平
小
学
校
プ
ー
ル
建
設

　
西
保
育
園
建
設

　
鷹
巣
古
墳
群
発
堀
調
査

一12一

1211

27　3

33333
31　31　25　25　16

77654
16　16　18　31　25

43331
1　31　19　10　16

市
制
施
行
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行

衆
議
院
議
員
選
挙

昭
和
四
十
五
年

　
ソ
ニ
ー
白
石
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
操
業
開
始

　
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　
市
営
授
産
所
建
設

　
白
石
第
一
小
学
校
校
舎
建
設

　
小
久
保
平
・
大
綱
地
区
開
拓
パ
イ
ロ
ヴ
ト

　
事
業
実
施

　
市
長
選
挙
五
代
麻
生
寛
道
就
任

　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
市
街
地
に
発
生

　
ア
ツ
ギ
ナ
イ
ロ
ン
白
石
工
場
竣
工

　
越
河
小
学
校
プ
ー
ル
建
設

　
斉
川
小
学
校
プ
ー
ル
建
設

09777665544
430　31　22　1827　11　17　17　25　1

昭
和
四
十
六
年

　
白
石
市
文
化
協
会
結
成

　
白
石
市
史
第
一
回
配
本
（
第
四
巻
）

　
白
石
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
建
設

　
白
石
中
学
校
屋
内
運
動
場
建
設

　
仙
南
地
域
行
政
事
務
組
合
設
立
（
フ
ィ
ル

　
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

　
県
議
会
議
員
選
挙

　
市
議
会
議
員
選
挙

　
へ
代
議
長
山
田
活
吉
就
任

　
六
代
副
議
長
斉
彦
一
就
任

　
越
河
保
育
園
建
設

　
参
議
院
議
員
選
挙

　
小
原
中
学
校
プ
ー
ル
建
設

　
白
石
市
児
童
館
建
設

　
堂
田
遺
跡
発
堀
調
査

　
白
石
中
学
校
屋
内
運
動
場
建
設

　
東
北
新
幹
線
ル
ー
ト
及
び
新
白
石
駅
工
事

　
実
施
認
可

　
　
蔵
王
ト
ン
ネ
ル
　
　
一
㎝
、
二
〇
〇
米

む
、

襲
〆

」

噸

蓮、箋聯騨「』』　～

　　初めて白石駅に特急が停車

明治百年記念式典東北新幹線新白石駅設置決定

1210

3　25

4332
1313119

128　7　5

1051531777774433322：
25　22　20　20　　1　　1　　1　25　22　4　　25　12　3

　
白
石
第
一
ト
ン
ネ
ル
　
　
　
三
九
〇
米

　
白
石
第
ニ
ト
ン
ネ
ル
　
三
、
八
二
〇
米

　
白
石
第
三
ト
ン
ネ
ル
　
　
　
六
九
五
米

　
白
石
市
ト
ン
ネ
ル
総
延
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
、
四
二
五
米

　
白
石
市
ア
カ
リ
部
分
　
五
、
〇
九
五
米

　
白
石
市
通
過
距
離
　
】
六
、
五
二
〇
米

東
北
新
幹
線
新
白
石
駅
決
定
祝
賀
会

郡
山
横
穴
古
墳
群
調
査

昭
和
四
十
七
年

　
東
北
縦
貫
自
動
車
道
起
工
式

　
白
石
第
一
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
設

　
白
川
小
学
校
校
舎
建
設

　
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
へ
移
管

　
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
・
消
防
・
屠
畜
場
）

　
小
原
・
白
石
・
福
岡
森
林
組
合
合
併

　
白
川
中
学
校
プ
ー
ル
建
設

　
市
営
火
葬
場
（
鷹
巣
石
倉
地
内
）
建
設

　
衆
議
院
議
員
選
挙

昭
和
四
十
八
年

　
白
川
小
学
校
校
舎
建
設

　
蔵
王
自
然
保
護
協
会
設
立
総
会

　
福
岡
小
蔵
王
分
校
校
舎
建
設

　
県
知
事
選
挙
　
山
本
壮
一
郎
就
任

九
代
議
長
黒
沢
登
就
任

　
大
鷹
沢
公
民
館
建
設

　
市
役
所
新
庁
舎
で
執
務
開
始

　
青
少
年
の
家
設
置
（
小
原
小
久
保
平
地
内
）

　
白
石
市
図
書
館
建
築
事
業
着
手

　
大
平
公
民
館
建
築
事
業
着
手

　
白
石
中
学
校
プ
ー
ル
建
設

　
越
河
小
学
校
建
築
事
業
着
手

　
市
文
化
財
史
跡
指
定
（
片
倉
廟
所
・
堂
田

　
遺
跡
・
横
穴
古
墳
群
・
世
良
修
蔵
の
墓
）
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過去・未来について大いに語る

　
」
コ
【
】
一
－
【
コ
【
コ
一
コ
鳳
1
【
－
［
溜
曜
－
【
】
【
】
【
－
【
コ
【
】
【
コ
曜
コ
【
コ
【
塞
属
ヨ

開
会
に
あ
た
っ
て

　
』
コ
藍
－
【
－
匿
－
匿
－
【
』
■
】
【
】
≡
【
】
曜
－
【
－
【
コ
【
－
【
－
【
】
罵
コ
【
－
【
－
【
ヨ

　
本
日
は
、
お
忙
が
し
い
と
こ
ろ
ご

参
集
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
白
石
市
は
、
今
年
で
市
制
二
十
周

年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
意
義
あ
る
年
に
、
白
石
市
が
誕

生
し
て
か
ら
今
日
ま
で
の
、
行
政
、

文
化
、
交
通
又
は
経
済
等
に
お
い
て
、

今
ま
で
の
変
遷
に
つ
い
て
、
日
頃
見
、

聞
き
さ
れ
て
い
る
皆
様
方
に
感
想
な

り
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、

今
後
の
市
政
の
参
考
に
い
た
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
又
こ
の
機
会
に
広
報
し
ろ
い
し
を

通
じ
て
、
市
民
の
皆
様
に
広
く
紹
介

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
座
談

会
を
催
し
た
次
第
で
す
。

　
ど
う
か
、
き
た
ん
の
な
い
活
発
な

ご
意
見
を
、
ち
ょ
う
だ
い
し
た
い
と

存
じ
ま
す
．

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ハ
斉
藤
総
務
課
長
）

妻蒙甑

出

席

白
石
第
　
小
学
校
長

河
北
新
報
白
石
支
局
長

白
石
女
子
高
等
学
校
長

白
石
商
工
会
議
所

　
　
　
工
業
部
会
副
会
長

七
十
七
銀
行
白
石
支
店
長

白
石
商
工
会
議
所
会
頭

白
石
農
業
協
同
組
合

　
　
　
専
務
　
理
事

　
　
　
司

白
石
市
役
所
総
務
課
長

者
後風及伊
藤問川藤

佐
々
木

銭
　
谷

三
　
沢

（
五
十
音
字
順
）

千
代
記
氏

秀
哉
氏

観
静
氏

正
太
郎
氏

卓
　
郎
氏

周
次
郎
氏

賢
吾
氏

会

斉
藤
皆
五
郎

　
A
”
十
年
ぶ
り
の
来
客
が
あ
り
、

そ
の
客
が
夜
行
列
車
で
白
石
に
着
き

駅
に
お
り
た
と
こ
ろ
、
駅
前
は
広
々

と
し
て
ネ
オ
ン
や
ア
ー
ケ
ー
ド
が
出

来
て
、
明
る
く
美
し
い
町
な
の
で
、

他
の
町
と
間
違
っ
て
下
車
し
た
の
か

と
驚
き
ま
し
た
と
話
し
て
お
り
ま
し

た
。
白
石
の
変
貌
ぶ
り
に
ビ
ッ
ク
リ

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
B
”
急
激
な
変
化
は
感
じ
ま
せ
ん

が
、
市
街
地
の
変
り
方
は
目
に
見
え

ま
す
ね
。
昔
魚
取
り
を
し
た
所
が
、

住
宅
街
に
な
っ
た
り
・
…
…
：

　
C
甘
白
石
は
少
し
も
変
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
特
に
国
道
筋
大
橋
か
ら

田
町
ま
で
は
全
然
変
ら
な
い
よ
う
で

す
。
町
の
中
を
国
道
が
通
っ
て
い
る

所
は
、
白
石
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
。
車
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で
通
過
す
る
人
は
、
白
石
と
は
ど
ん

な
町
な
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

汽
車
で
通
る
人
は
、
駅
前
の
明
る
い

照
明
で
、
あ
あ
美
し
い
、
静
か
な
町

と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
あ
と
変
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
店

の
旦
那
さ
ん
達
で
、
十
数
年
前
の
財

布
持
ち
が
、
そ
の
ま
ま
今
も
財
布
持

ち
の
様
で
す
が
…
…
…
（
一
同
笑
）

二
十
年
間
世
代
が
変
ら
な
か
っ
た
様

に
思
わ
れ
ま
す
。

　
A
”
住
民
意
識
が
、
変
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
D
”
二
十
年
前
に
、
ど
ん
な
事
が

あ
っ
た
か
調
べ
た
ら
や
は
り
随
分
変

っ
て
お
り
ま
す
。

◎
二
十
五
年
市
制
施
行
大
綱
が
町
議

会
に
諮
問

◎
二
十
六
年
市
制
施
行
の
町
議
会
準

備
委
貝
会
結
成

◎
二
十
七
年
白
石
商
工
会
議
所
発
足

◎
二
十
八
年
白
高
が
甲
子
園
初
出
場

◎
二
十
九
年
第
一
小
学
校
火
災
。
と

白
石
市
発
展
の
転
換
の
時
代
で
し
た
。

　
A
”
二
十
年
前
の
白
石
経
済
も
大

変
な
変
り
方
で
、
旧
家
と
い
わ
れ
る

店
舗
が
没
落
し
、
新
興
商
店
が
生
れ

た
の
も
、
こ
の
頃
で
す
。

　
E
”
工
業
関
係
の
経
営
者
は
二
十

年
前
と
比
較
し
て
、
現
在
は
三
分
の

二
ぐ
ら
い
変
り
ま
し
た
ね
。
企
業
そ

の
も
の
も
変
り
ま
し
た
が
。

　
白
石
の
代
表
的
な
産
業
で
あ
る
”

こ
け
し
”
も
、
受
難
の
時
代
を
経
て

今
日
の
よ
う
に
普
及
し
て
き
ま
し
た
。

　
市
に
お
い
て
は
、
特
に
力
を
注
ぎ

．
全
国
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
”
を
開

催
す
る
な
ど
し
て
、
日
の
目
を
見
、

現
在
の
ブ
ー
ム
を
ひ
き
お
こ
し
ま
し

た
。
　
”
こ
け
し
の
ふ
る
さ
と
白
石
”

に
な
る
と
は
誰
し
も
二
十
年
前
に
予

期
し
て
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
A
”
こ
け
し
の
ふ
る
さ
と
白
石
を

築
き
あ
げ
”
全
国
こ
け
し
コ
ン
ク
ー

ル
”
を
開
い
た
麻
生
市
政
の
偉
大
な

功
績
と
思
い
ま
す
。

　
F
U
学
校
教
育
施
設
で
も
、
へ
き

地
校
、
蔵
王
、
三
住
な
ど
も
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
建
に
な
り
、
当
時
と
は

見
違
え
る
程
大
分
変
り
ま
し
た
ね
。

　
当
時
水
泳
は
、
白
石
川
や
溜
池
で

や
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
各

学
校
に
立
派
な
プ
ー
ル
が
出
来
ま
し

た
。　

B
匹
市
自
体
の
中
で
の
変
化
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
E
ー
寿
山
に
一
つ
の
立
派
な
街
が

出
来
る
と
は
、
当
時
想
像
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
D
”
昭
和
二
十
九
年
四
月
上
水
道

給
水
が
始
ま
り
ま
し
て
、
水
道
の
力

に
よ
っ
て
、
寿
山
団
地
造
成
、
工
業

高
校
の
誘
致
、
駅
前
周
辺
の
開
発
が

進
ん
だ
の
で
し
ょ
う
ね
。

　
B
匿
水
の
都
白
石
に
上
水
道
を
設

置
し
て
も
、
誰
も
金
を
か
け
て
水
を

一15一



飲
む
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
達
は
今
日
の
様
な
見
通
し
を
出

来
な
か
っ
た
の
に
、
あ
え
て
実
施
し

た
市
に
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
今
日
の
発
展
が
あ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

　
C
”
住
宅
建
設
は
、
他
市
町
に
先

が
け
て
建
設
し
て
お
り
、
又
道
路
の

舗
装
率
は
、
県
下
第
一
で
す
ね
。

　
D
”
道
路
舗
装
で
白
石
が
最
初
に

実
施
し
た
の
が
、
天
神
横
丁
で
、
次

に
沢
端
川
虎
屋
前
で
す
。
工
事
そ
の

も
の
に
も
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
。

　
B
”
当
時
は
舗
装
技
術
は
進
歩
し

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
今
で

は
裏
町
の
小
路
ま
で
、
完
全
舗
装
に

な
り
、
他
町
村
の
人
は
驚
い
て
お
り

ま
す
ね
。

　
B
旺
話
が
変
り
ま
す
が
、
水
の
都

白
石
と
い
わ
れ
て
い
る
川
が
ど
う
し

て
汚
れ
る
の
か
不
思
議
で
す
ね
。
上

流
に
は
、
川
を
汚
す
工
場
も
な
い
し
、

人
口
も
増
え
て
い
る
わ
け
で
も
な
い

の
に
。

　
E
拝
使
い
棄
て
時
代
の
影
響
が
、

多
分
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ご
み
が

多
く
な
っ
た
た
め
で
し
ょ
う
。

　
D
”
農
薬
の
使
い
方
も
、
工
夫
し

な
い
で
使
っ
た
こ
と
も
、
あ
る
よ
う

で
す
。

　
G
杜
ご
み
の
量
も
、
当
時
と
比
べ

約
三
十
倍
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
五
人
の
職
員
が
リ
ヤ
カ
ー
三
台
で

処
理
し
て
い
た
も
の
が
、
現
在
は
十

七
人
の
職
員
が
ご
み
集
収
車
五
台
で

集
め
て
お
る
よ
う
で
す
ね
。

　
C
M
最
近
ご
み
焼
却
場
を
見
学
し

ま
し
た
が
、
次
々
と
来
る
集
収
車
が

焼
却
炉
に
投
棄
す
る
、
ご
み
の
量
は

大
変
な
も
の
で
す
ね
。

　
D
”
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
っ
て
、

長
州
風
呂
で
燃
え
る
物
は
燃
や
し
、

燃
え
な
い
物
は
穴
を
掘
っ
て
、
う
め

ま
し
た
が
、
今
は
穴
の
掘
る
場
所
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
　
（
笑
）

　
C
”
総
じ
て
、
白
石
の
川
は
、
き

れ
い
で
す
よ
。
他
市
町
の
川
は
、
メ

タ
ン
ガ
ス
が
出
て
、
悪
臭
が
ひ
ど
い

で
す
。
ま
だ
ま
だ
白
石
の
川
は
、
魚

の
住
め
る
清
流
そ
の
も
の
で
す
。

　
F
”
制
度
と
共
に
教
育
面
は
、
進

歩
を
見
て
お
り
ま
す
が
、
市
独
自
で

変
っ
た
面
を
申
し
ま
す
と
、
特
殊
教

育
の
推
進
、
言
葉
の
教
痙
を
設
け
た

り
、
カ
ギ
ッ
子
教
室
を
開
設
し
ま
し

た
。
又
、
白
中
に
実
務
学
級
が
出
来

た
の
が
、
県
下
で
初
め
て
で
あ
り
、

県
内
の
特
殊
教
育
を
リ
ー
ド
し
て
お

り
ま
す
。

　
市
民
が
大
変
暖
か
味
の
あ
る
人
達

で
あ
る
と
い
う
事
の
あ
ら
わ
れ
だ
と

思
い
ま
す
。

　
D
目
教
育
面
で
は
、
仙
南
地
方
の

中
心
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
白
石
工
業
高
校
を
設
置
し
た
こ
と

は
、
成
功
し
た
と
思
い
ま
す
。
又
、

県
立
高
校
の
校
舎
施
設
等
に
つ
い
て

も
、
地
元
出
身
の
県
議
会
議
員
の
方

々
の
努
力
に
よ
っ
て
、
県
内
で
は
一

番
早
く
、
整
備
拡
充
し
て
お
り
ま
す
。

　
G
”
白
石
は
幼
児
教
育
に
お
い
て

は
、
保
育
園
五
つ
、
幼
稚
園
公
私
立

で
三
つ
あ
り
、
初
等
中
等
高
等
学
校

教
育
と
、
他
の
町
村
か
ら
見
る
と
教

育
施
設
が
充
実
し
て
お
り
、
教
育
環

境
に
恵
ま
れ
て
お
り
ま
す
ね
。

　
最
近
、
大
学
が
欲
し
い
と
い
う
声

を
聞
き
ま
す
が
、
女
子
短
大
程
度
ぐ

ら
い
の
大
学
が
是
非
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
F
”
暖
か
味
の
あ
る
教
育
と
し
て

発
展
し
ま
し
た
白
石
の
、
も
う
】
つ

の
特
徴
は
、
子
ど
も
の
健
康
第
一
を

考
え
た
教
育
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
先
日
行
な
わ
れ
た
市
制
施
行
記
念

第
四
十
五
回
市
民
体
育
大
会
を
実
施

し
た
体
育
の
ま
ち
が
作
り
だ
し
た
教

育
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
又
学
校
施

設
に
対
す
る
父
母
の
経
費
負
担
の
軽

減
を
実
施
し
て
お
り
、
改
め
て
市
に

感
謝
す
る
と
共
に
、
よ
り
［
層
学
校

教
育
に
、
力
を
注
ぐ
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
A
”
難
し
い
問
題
で
す
ね
。
工
場

誘
致
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
労

一！6一

働
力
を
吸
収
す
る
だ
け
で
、
市
の
発

展
に
ど
れ
だ
け
プ
ラ
ス
に
な
っ
で
お

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
既
存
の
工
場

か
ら
の
労
働
力
が
流
出
す
る
事
も
あ

り
問
題
で
す
。

　
今
後
は
、
男
子
型
の
工
場
誘
致
に

力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
又
、
商
店
に
つ
い
て
は
エ
ン
ド
ー

大
型
ス
ー
パ
ー
の
進
出
に
つ
い
て
、

よ
り
以
上
商
店
は
魅
力
あ
る
商
店
に

イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
G
”
駅
前
や
繁
華
街
で
各
商
店
が

協
力
し
あ
っ
て
立
派
な
ア
ー
ケ
ー
ド

を
作
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
終

っ
て
お
る
よ
う
で
す
。

　
例
え
ば
、
古
川
の
よ
う
に
、
各
商

店
が
協
力
し
て
つ
く
っ
た
O
O
プ
ラ

ザ
の
よ
う
な
、
デ
パ
ー
ト
形
式
の
を

作
る
の
も
一
つ
の
方
法
と
思
い
ま
す
。

　
又
、
消
費
者
の
サ
イ
ド
か
ら
言
う

と
、
白
石
の
商
店
は
、
買
い
ず
ら
い
。

汽
車
賃
を
出
し
て
も
、
他
か
ら
買
っ

た
方
が
気
持
（
接
客
態
度
）
が
い
い

し
、
安
い
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
ね
。

　
B
目
小
売
店
の
販
売
対
策
、
店
員

の
接
客
態
度
が
悪
い
と
、
安
く
と
も

買
う
気
が
し
ま
せ
ん
ね
。

　
C
腱
白
石
の
商
店
は
、
裕
福
な
の

で
し
ょ
う
ね
。

　
商
売
し
て
も
し
な
く
と
も
良
い
と

言
う
旦
那
様
商
法
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
大
型
ス
ー
パ
ー
進
出
に
よ
っ
て
刺

激
を
受
け
て
、
商
店
も
、
店
員
も
よ

く
な
る
と
思
い
ま
す
ね
。

司
会
－
販
売
を
伸
ば
す
に
は
潔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

　
E
”
新
し
い
工
場
が
入
っ
て
来
て

ま
す
が
、
一
向
に
人
口
が
増
え
て
い

な
い
。
即
ち
、
工
場
は
増
え
て
も
労

働
力
は
増
え
て
い
な
い
と
言
う
こ
と

で
す
。
如
何
に
労
働
力
を
確
保
す
る

か
が
課
題
で
す
．

　
市
や
商
工
会
議
所
で
は
、
工
場
誘

致
と
同
時
に
、
労
働
力
を
市
外
か
ら

確
保
す
る
と
言
う
血
の
通
っ
た
施
策

を
講
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
の
発

展
の
た
め
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
司
会
H
田
園
都
市
白
石
の
農
林

業
は
ど
の
様
な
方
向
に
進
む
べ
き

で
し
ょ
う
か

　
農
業
は
、
農
業
し
て
生
活
出
来
る

施
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
G
”
白
石
の
農
業
は
、
地
理
的
に

地
域
的
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
と
ん
だ
農

業
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
バ
ラ
エ

テ
ィ
農
業
の
う
ち
で
、
ど
の
作
目
を

選
ん
で
推
進
し
て
行
く
か
が
、
大
き

な
問
題
と
思
い
ま
す
が
、
将
来
を
見

つ
め
た
農
業
の
あ
り
方
の
指
導
が
大

切
と
思
い
ま
す
。

　
B
H
今
や
農
業
は
、
産
業
の
立
場

を
失
っ
た
斜
陽
産
業
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
専
業
農
家
は
一
二
十
年
前
二
十
五

％
お
っ
た
も
の
が
今
日
で
は
十
％
に

も
満
た
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
兼
業
収
入
で
生
活
を
維
持
し
て
お

る
農
家
が
年
々
多
く
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
農
家
戸
数
は
、
以
前
と
変
り

な
く
減
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、
近
代
化
農

業
に
よ
る
規
模
拡
大
が
必
要
で
あ
り
、

又
、
協
同
作
業
が
必
要
と
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
、
米
中
心

の
面
積
農
業
か
ら
、
高
度
化
さ
れ
た

立
体
農
業
に
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
　
司
会
π
蔵
王
山
を
ひ
か
え
、
新

　
幹
線
新
白
石
駅
建
設
や
東
北
縦
貴

道
路
一
部
開
通
と
条
件
の
そ
ろ
っ

た
自
石
を
観
光
面
で
、
ど
の
よ
う

に
開
発
し
た
ら
よ
ろ
し
い
か
伺
い

涯
蒐

　
G
”
宝
の
山
蔵
王
を
、
如
何
に
開

発
す
る
か
が
、
観
光
都
市
と
し
て
生

き
る
白
石
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
私
達
の
知
ら
な
い
う
ち
に
、
中
央

の
大
資
本
に
よ
っ
て
、
開
発
が
進
め

ら
れ
て
お
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
で

よ
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
市
や
市
民

が
参
加
し
て
開
発
し
て
こ
そ
意
義
が

協
る
と
思
い
ま
す
。
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又
、
市
民
の
憩
の
場
を
つ
く
る
開

発
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
A
駐
観
光
施
設
開
発
に
つ
い
て
中

央
の
大
資
本
に
依
存
し
て
お
る
現
状

で
あ
り
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
地
元
資

本
が
な
い
事
が
ガ
ン
で
あ
る
が
、
そ

れ
で
良
い
の
か
疑
問
で
あ
り
、
大
き

な
問
題
で
す
ね
。

　
G
目
白
石
に
は
、
観
光
客
を
足
止

め
す
る
何
物
も
な
い
。
エ
コ
ー
ラ
イ

ン
の
帰
り
と
か
汽
車
の
待
時
間
或
は

お
客
さ
ん
を
短
時
間
で
案
内
出
来
る

よ
う
な
”
ふ
る
里
館
”
”
こ
け
し
館
”

な
ど
の
施
設
を
建
設
t
て
、
史
跡

と
あ
わ
せ
観
光
コ
ー
ス
を
作
る
と
い

う
の
は
如
何
で
し
ょ
う
の
。
是
非
欲

し
い
で
す
ね
。

道配水管工事

　
D
目
市
が
中
心
と
な
り
、
早
急
に

観
光
開
発
基
本
計
画
を
作
り
な
お
す

必
要
が
あ
る
と
思
う
。

陶
聯
雛
蹟
嬢

　
　
ま
す
。
簡
単
に
一
言
ず
つ
お
願
い

　
　
い
た
し
ま
す
。

　
A
”
魅
力
も
特
徴
も
な
い
白
石
で

す
が
、
成
人
と
な
っ
て
第
一
歩
を
踏

み
出
す
白
石
市
が
魅
力
あ
る
特
徴
の

あ
る
都
市
づ
く
り
が
必
要
と
思
い
ま

す
。

　
B
”
明
る
く
住
み
良
い
都
市
づ
く

り
を
目
標
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
C
”
白
石
は
こ
の
ま
ま
で
も
十
分

魅
力
あ
る
と
思
い
ま
す
。
二
十
万
都

市
を
建
設
す
る
よ
り
も
、
人
口
は
現

在
の
ま
ま
で
も
良
い
か
ら
水
の
都
白

石
の
イ
メ
ー
ジ
を
破
壊
し
な
い
町
づ

く
り
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
E
月
発
展
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
ニ

ュ
ア
ン
ス
が
違
い
ま
す
が
、
住
み
良

い
、
働
き
良
い
町
づ
く
り
も
発
展
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
人
口
が
増
え
た

か
ら
大
発
展
し
た
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

　
市
民
が
心
か
ら
憩
い
の
出
来
る
町

づ
く
り
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
F
時
社
会
教
育
施
設
が
不
足
し
て

お
り
ま
す
。
や
が
て
来
る
週
五
日
制

に
対
処
す
る
た
め
に
も
、
市
民
の
明

る
く
住
み
よ
い
施
設
の
充
実
が
必
要

と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
市
営
の
運
動
場
を
作
り
、

広
々
と
し
た
所
で
親
子
共
々
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
ま
れ
る
よ
う
な
社
会
教
育

の
充
実
発
展
を
希
望
い
た
し
ま
す
。

急ぺ
載

　　罐
　隷・
　　曳

喉
簸諫繍

ズ
き
ヘ
ド
く
き

｝
　
司
会
灯
ど
う
も
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
を
市
政
に
反
映
す
べ
く
努

力
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

寿山住宅団地
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世帯数及び国保加入者数の推移●白石市の人ロ

総　　　　数

国保加入者数
凡例

5万人

口

439
白

入
－

年
度1

数
234

帯
567

世
8

千戸
109

46。476

36．156

46，170

36，736

46，439

37．289

46，670

32．73！

46．357

32．320

46，348

31．067

46，070

30。115

45．668

29，551

45，249

28，530

44．554

27，017

44．192

25，938

43．536

24．686

42，625

23．727

42．142

23，531

41．886

22．906

4！，040

29

0
　
　
1
　
　
0
乙
　
　
0
0

0
0
　
　
り
0
　
　
0
0
　
　
り
0

22．381

41．381

2！．823

4！．287

21，567

41．151

20，927

8，060

6．412

4
　
　
5
　
　
瓜
U
　
　
7

Q
J
　
　
り
0
　
　
3
　
　
り
0

38

Ω
J
　
　
A
》
　
　
1
　
　
0
乙

り
0
　
　
』
怪
　
　
4
　
　
4

8，027

6．7！8

8．U3
6．891

8，179

5．918

8，295

5．987

8，415

6．Ol4

8．480

5．829

43

4
　
　
5
　
　
魔
U
　
　
7

4
　
　
4
　
　
4
　
　
4

8，588

5，819

8，673

5．751

8．840

5，668

8．958

5，628

9，016

5．577

8，985

5．453

9，000

5．578

9。012

5．685

9，439

5．695

9．523

5．655

9．661

5．696

9．713

5，659
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（県広報課提供）


